⑪タイトル

阿波踊り・阿波踊会館・眉山・ロープウェー・
天神社

徳島の夏を象徴する「踊る阿呆に見る阿呆」の阿波踊りは、単なる祭礼ではなく、徳島の土地の息づかいそのもの。リズムに合わせて足を運ぶと、自然と身体が軽くなり、吟行の歩みさえもどこか弾む。
その阿波踊りの魅力を一年中体験できるのが、眉山の麓に建つ阿波おどり会館である。ＪＲ徳島駅を背にしてっすぐ南へ徒歩十〜十二分、距離にして約七五〇〜九〇〇メートル、高張り提灯をモチーフにしたユニークな逆台形の外観が特徴となっている。一階が観光案内コーナー及び徳島県物産観光交流プラザ「あるでよ徳島」となっており、イベント情報などの提供と徳島県の工芸品や特産品を販売している。ここで徳島県の藍染やすだち、薩摩芋の鳴門金時などを買い求めることができる。また二階は阿波おどり専用ホール（客席数二百五十席）で、阿波おどりを間近で観覧するとともに踊りを体験できる。昼は専属連「阿波の風」による毎日十一時から四回の公演、夜は有名連による毎日一回二十時からの公演で、それぞれ阿波おどり体験コーナーの時間が設けられ、踊子達と一緒になって踊り阿波おどりを体験できる。三階は阿波おどりミュージアムで阿波おどりの歴史と文化に関わる展示がある。四階には大小四つの活動室があり句会の開催も可能である。五階は徳島と縁の深いポルトガルの文豪モラエス氏の資料を展示している。また眉山山頂へ向かうロープウェイの眉山山麓駅となっている。（℡〇八八❘六一一❘一六一一）
眉山ロープウェイは、直方体型の二つのゴンドラが常に連結して動いており、季節季節の眉山に溶け込んだ一つの景となっている。通常十五分間隔で運行、約六分で山頂駅に着く。短い時間であるものの春は桜、秋には紅葉を眼下に楽しむことができる。ロープウェイとは別にいくつかの登山道もありハイキングを楽しむ人々もいる。また車では国道一九二号線と四三八号線からの二つのルートから登ることができる。
眉山山頂には展望台が設置され、東は紀伊水道、和歌山から北は徳島市内、吉野川、鳴門海峡、鳴門海峡大橋、淡路島、阿讃山脈を眺望することができる。また夜は日本の夜景百選にも選ばれており四国一の夜景と言われている。遊歩道も整備されており四季折々の景観を楽しむことができる。三百本の桜があり、春にはライトアップもされており、昼夜とも桜を楽しめる。
徳島眉山天神社は阿波おどり会館横、眉山山麓に位置する。文化六年（一八〇九）に創建、代々の徳島藩主蜂須賀家が保護してきた神社で、学問の神様菅原道真公を祀っていることから学業成就、合格祈願などのご利益があるという。また眉山山頂への登り口が横手にある。
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写真・案内図
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